
令和４年度 小学校学習指導要領実施状況調査について(結果のポイント）

【⽬的】
⼩学校学習指導要領の次期改訂に資するため、今次改訂の改善事項を中⼼に、各教科等の⽬標や内容に照らした児童の学習の実現状況について調
査研究を⾏い、検討の基礎となる客観的データ等を得るとともに、教育課程の基準に係る課題の有無及びその内容等を検証・総括する。

【時期、対象学年及び教科等】
〇調査時期：令和５年２⽉６⽇（⽉）から令和５年３⽉３⽇（⾦）
〇調査対象：公⽴⼩学校 1,170校（義務教育学校前期課程含む） ※全学校の約7.1％、無作為抽出

実施児童数（延べ） 120,378⼈
〇内容 ：各教科で、①今回の改訂の基本⽅針に関する事項、②各教科等の主な改善事項（今回の改訂で新設された事項、学年及び学校種を超

えて移⾏した事項）、③従来、課題とされている事項の視点に基づくペーパーテスト調査を実施するとともに、⼀部教科で実技調査
を実施。あわせて、児童、教師、学校⻑を対象とした質問調査を実施。
（教師、学校⻑については、オンライン形式にて実施。）

・ペーパーテスト調査：第３〜６学年 国語、社会、算数、理科、⾳楽、図画⼯作、家庭、体育（運動領域、保健領域）、外国語（英語）
・質問調査（学校）（児童、教師）：第２〜６学年 ⽣活、特別の教科道徳、総合的な学習の時間、特別活動、外国語活動
・実技調査：第６学年 図画⼯作、家庭、体育（運動領域）、外国語（英語）

調査の概要

教育課程全体に係る質問調査
◯主体的・対話的で深い学びや、資質能⼒の３つの柱、⾒⽅・考え⽅などの学習指導要領が提唱する基本的な考え⽅については、現場
の教育課程や学習指導の改善等に良い効果を与えたとの回答が多く⾒られる。

◯学習指導要領の趣旨実現を妨げる要素としては、多忙化や⼈員確保、研修時間の確保などの回答が多い。
◯標準授業時数について、教育課程編成に係る学校の裁量を広げることについては、多くの学校が賛成。年間授業時数を確保した上で、
教科間の授業時数の調整を可能とするような取組を⾏ってみたいとする学校が多い。

⽣活、特別の教科 道徳、外国語活動、総合的な学習の時間、特別活動の質問調査の結果から
〇質問調査では、学習状況や学校⽣活等について概ね肯定的な回答が多く⾒られるが、同様の趣旨の項⽬において、教師の認
識と児童の受け⽌めに差があるなど、課題が⼀部で⾒られる。

各教科のペーパーテスト調査の結果から
○「知識・技能」について、事実的な「知識」は⼀定程度の定着が⾒られるものもある⼀⽅、「知識」の概念としての習得や、習得した「知識」
を⽇常⽣活に当てはめたり、現実の事象と関連づけて理解することには⼀部に課題があると考えられる。

○「思考⼒・判断⼒・表現⼒等の育成」の観点から、例えば児童が具体的な問いを⾒いだす点等については、定着が⾒られるものもあると考えら
れる⼀⽅、⽬的に応じた課題解決、⾃分の考えや根拠を明確に説明するといった点については、課題があると考えられる。
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ペーパーテスト調査等の概要

令和４年度 小学校学習指導要領実施状況調査について（ペーパーテスト調査等）

● 調査実施校：⼩学校 1,170 校 実施児童数 120,378⼈（延べ数）

※１教科１問当たり、3,000⼈程度の調査結果を得ることができるよう、調査対象を無作為抽出した。

● データを⾒るにあたって
〇「１．主な改訂のポイント」「２．学習指導要領実施状況調査から明らかとなった成果と課題」「３．２の成果と
課題を踏まえた改善の⽅向性」「４．調査問題例」の４構成と「４」に対応する問題を別紙（問題例）で添付。

〇「２．学習指導要領実施状況調査から明らかとなった成果と課題」中の⾚字部分は「相当数の児童ができている」
もの、⻘字部分は「課題があると考えられる」もので、下線が付されているものは、「４．調査問題例」及び別紙
において問題例（質問項⽬例）が⽰されている。

※実技調査については、対象教科（図画⼯作、家庭、体育（運動領域）、外国語（英語）のペーパーテスト調査を実
施する抽出校の中から調査を実施する学校を抽出。（１教科当たり350⼈程度：10校程度））



令和４年度 小学校学習指導要領実施状況調査の結果について（算数）

○今回の学習指導要領では、割合に関する内容を充実させた。
○割合に関する内容のうち、第４学年の「簡単な場合についての割
合」については、
①割合を求める問題（知識及び技能）を出題。【通過率 76.1％】
②割合を⽤いて、量の⼤⼩を判断した理由を説明する問題（思考⼒、
判断⼒、表現⼒等）を出題。【通過率 40.7％】

「割合」に関する問題例（別紙２参照）

○数学的な⾒⽅・考え⽅を働かせ、数学的活動を通して、数学的に考える資
質・能⼒を育成することとした。

○３つの柱に沿って資質・能⼒を⽰した。特に「思考⼒、判断⼒、表現⼒等」
については、内容項⽬ごとに書き加えた。

○第４学年以降に「変化と関係」領域を新設し、伴って変わる⼆つの数量の関
係に関する内容を移⾏し、割合に関する内容を充実させた。また「データの
活⽤」領域を新設し、統計に関する内容を充実させた。

１．平成29年学習指導要領の主な改訂のポイント

○今回の学習指導要領では、統計に関する内容を充実させた。
○統計に関する内容のうち、第６学年の代表値の問題については、
①最頻値の意味を理解して、それを求める問題（知識及び技能）を
出題。 【通過率 82.3％】
②データの特徴や傾向に着⽬し、代表値などを⽤いて問題の結論に
ついて適切に判断できるかを問う問題（思考⼒、判断⼒、表現⼒
等）を出題。【通過率 49.9％】

「統計」に関する問題例（別紙３参照）

○「変化と関係」領域について、伴って変わる⼆つの数量の関係に着⽬し、式
に表すことは相当数の児童ができているが、伴って変わる⼆つの数量の関係
に着⽬し、統合的・発展的に考察することについては、⼀定程度の児童がで
きているにとどまっている。

○「変化と関係」領域について、単に割合を求めることは⼀定程度の児童がで
きているが、割合を⽤いて⽐べ⽅を説明することについては課題があると考
えられる。

○「データの活⽤」領域について、単に代表値を求めることは相当数の児童が
できているが、代表値などを⽤いて問題の結論について判断することについ
ては課題があると考えられる。

２．学習指導要領実施状況調査から明らかとなった成果と課題

○指導上の改善点
・ＩＣＴなどを活⽤して、児童が働かせた数学的な⾒⽅・考え⽅を共有し、
既習内容との共通点を考え、統合的・発展的に考察する学習を重視するこ
とが必要。

・知識及び技能を活⽤して、理由を説明したり、問題の結論について判断し
たりする学習活動を重視することが必要。

３．２の成果と課題を踏まえた改善の⽅向性

４．調査問題例（ペーパーテスト ⼩学校/算数）

○今回の学習指導要領では、３つの柱に沿って資質・能⼒を⽰した。
特に「思考⼒、判断⼒、表現⼒等」については、内容項⽬ごとに
書き加えた。

〇「思考⼒、判断⼒、表現⼒等」の内容のうち、第５学年の「伴っ
て変わる⼆つの数量の関係」については、
①伴って変わる⼆つの数量の関係に着⽬し、式に表す問題（思考
⼒、判断⼒、表現⼒等）を出題。【通過率 91.4％】
②伴って変わる⼆つの数量の関係に着⽬し、統合的・発展的に考
察する問題（思考⼒、判断⼒、表現⼒等）を出題。
【通過率 64.8%】【通過率 60.8%】

「伴って変わる⼆つの数量の関係」に関する問題例
（別紙１参照）



「伴って変わる⼆つの数量の関係」に関する問題例

別紙１（問題例）

【通過率 60.8％】

算数 第５学年 伴って変わる⼆つの数量の関係に関して、数学的な⾒⽅・考え⽅を働かせ、統合的・発展的に考察することに関する問題
○マッチ棒でつくった正⽅形や⻑⽅形を横に並べていったときの、正⽅形や⻑⽅形の数に対するマッチ棒の数を式に表す問題（思考⼒、判断⼒、表現⼒等）
このような問題から、数学的な⾒⽅・考え⽅を働かせ、統合的・発展的に考察する能⼒の育成の状況について測る。
・伴って変わる⼆つの数量の関係に着⽬して、場⾯を基に考察して式に表すことが必要。変化している数量について統合的・発展的に捉え考察し、○や△などを⽤いて式に表す
ことが必要。似た場⾯について、変わっていることに着⽬して、統合的・発展的に考察し式に表すことが必要。

１＋３×５

１＋３×○

１＋５×○
【通過率 91.4％】

【通過率 64.8％】



「割合」に関する問題例

別紙２（問題例）

【通過率 76.1％】

【通過率 40.7％】

以下の番号を選んでいる反応率
番号１ 61.6％
番号２ 22.9％
番号３ 5.1％

１

３

２

Ａは３倍伸びるから360㎝になり、
Ｂは２倍伸びるから240㎝になるので
Ａの⽅が⻑い。

算数 第４学年 簡単な場合について割合に関する問題
①ゴムひもの伸びる前と後の⻑さの関係を捉え、ゴムの伸びる割合を求める問題（知識及び技能）
②２種類のゴムひもの伸びる前と後の⻑さの関係を捉え、伸びる前の⻑さに応じた伸びた後の⻑さの⼤⼩を判断した理由を説明する問題（思考⼒、判断⼒、表現⼒等）
このような問題から、割合についての資質・能⼒（知識及び技能、思考⼒、判断⼒、表現⼒等）の育成の状況について測る。
・⼆つの数量の関係を捉え、⼀⽅の量がもう⼀⽅の量の何倍なのかを求めることが必要。⼆つの数量の関係を捉え求めた割合をもとに、量の⼤⼩を判断した理由を説明することが必要。



「統計」に関する問題例

【通過率 49.9％】

別紙３（問題例）

【通過率 82.3％】

49.9%
19.1%
6.9%
24.1%

12

１

算数 第６学年 代表値に関する問題
①最頻値の意味を理解し、それを求める問題（知識及び技能）
②データの特徴や傾向に着⽬し、代表値などを⽤いて問題の結論について適切に判断できるかを問う問題（思考⼒、判断⼒、表現⼒等）
このような問題から、統計についての資質・能⼒（知識及び技能、思考⼒、判断⼒、表現⼒等）の育成の状況について測る。
・最頻値の意味や求め⽅を理解していることが必要。さらに、中央値の意味や求め⽅を理解して、データの特徴や傾向に着⽬し、適切な代表値を⽤いて判断することが必要。


